
■　「メッセージ」 と 「アーギュメント」 による、「オブジェクトの動作のさせ方」の設定

　
　

・　「オブジェクトの動作のさせ方」 は ２種類の方法で設定することが出来る
　　

　　１　メッセージによる設定　　　（メッセージをオブジェクトのインレットに入力する）
　　２　アーギュメントによる設定　（ オブジェクトに直接記述する )

・　初期値はアーギュメントで設定するとよい
・　プログラム動作後に、柔軟に設定を変化させる時は、メッセージを使うとよい

（メニューでは左から２番目を使用）

メッセージをオブジェクトのインレット
に入力することで、オブジェクトの
動作具合をより詳細に設定する。

(ex. この図だと、
　　何m 秒毎に bangを出力するか？
　　という metro オブジェクトの
　　動作具合を設定している。

（オブジェクト名の後、半角スペースを
空けて記述すると、アーギュメントになる）

（この場合、　“1000”がアーギュメント )

メッセージと同様に、オブジェクトの
動作具合をより詳細に設定することができる。

特にアーギュメントによる設定では、
オブジェクトの初期設定をおこなうのに
適している

※　metro オブジェクト　ー　設定した時間間隔でBangメッセージを出力するオブジェクト
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( ※ この資料は 2008年の授業で使用したもの )
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